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女
性
が
参
政
権
を
獲
得
し

て
か
ら
、ま
だ
65
年
な
の
？

女
性
の
政
治
参
画
の
現
状
は
？

　

女
性
は
人
口
の
半
分
、労
働
力
人
口
の
40
％

余
り
を
占
め
、社
会
の
多
く
の
分
野
で
活
動
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、女
性
の
政
治
へ
の
参
画
率
は
、衆
議

院
11.3
％
、参
議
院
17.4
％（
平
成
22
年
５
月
現
在
）

と
、衆
参
両
議
院
と
も
20
％
に
も
満
た
な
い
の

が
現
状
で
す
。そ
れ
は
、女
性
の
声
が
政
治
の
場

に
届
き
に
く
い
、と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

固
定
的
性
別
役
割
分
担
を
な
く
し
、男
女
が

と
も
に
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、あ
ら
ゆ
る
分

野
に
参
画
す
る
と
し
た「
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
」の
制
定
か
ら
10
年
余
り
。政
策・方
針

決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大
は
現
在
も

な
お
、大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
が
も
っ
と
活
躍
で
き
れ
ば
、社
会
は
も
っ

と
元
気
に
な
る
は
ず
。

　

今
回
の
特
集
で
は
女
性
の
政
治
へ
の
参
画
を

テ
ー
マ
に
、現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
た
。 

（
伊
藤
）

特集 政治の場へもっと女性を
～女性の声を活かそう～

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
に
は
、

婦
人
参
政
権
（
公
民
権
）
付
与
の

法
案
が
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
ま
す

が
、
貴
族
院
の
反
対
で
実
現
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
と
一
歩

の
と
こ
ろ
で
戦
時
体
制
に
よ
り
実

現
を
阻
ま
れ
ま
し
た
。
同
じ
年
に

「
第
一
回
全
日
本
婦
選
大
会
」
が

開
か
れ
、
１
９
３
７
（
昭
和
12
）

年
第
７
回
ま
で
続
き
、
そ
こ
ま
で

は
婦
人
参
政
権
要
求
と
同
時
に
、

戦
争
反
対
が
決
議
さ
れ
て
い
ま

す
。

〜
参
政
権
を
得
て
〜

　

日
本
の
女
性
が
は
じ
め
て
参
政

権
を
行
使
し
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
、
１
９
４
６
（
昭
和

21
）
年
で
す
。
第
22
回
衆
議
院
選

挙
に
お
い
て
、
女
性
候
補
者
79
人

中
39
人
の
女
性
議
員
が
当
選
し
ま

し
た
。
こ
の
時
、
や
っ
と
女
性
は
、

は
じ
め
て
参
政
権
を
も
ち
、
社
会

的
に
発
言
し
、
行
動
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。
占
領
軍

の
民
主
化
政
策
に
よ
り
、
家
制
度

は
廃
止
さ
れ
、
婦
人
参
政
権
（
男

女
普
通
選
挙
）
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
年
の
11
月
に
日
本
国
憲
法

が
公
布
、
翌
年
の
５
月
３
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
新
憲
法
で
は
国

民
の
「
法
の
下
の
平
等
・
個
人
の

尊
厳
・
両
性
の
平
等
」
が
明
記
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
男
女
共
学
、

女
性
へ
の
大
学
教
育
の
開
放
も
実

現
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
明
治
以

来
、
女
性
た
ち
が
求
め
闘
い
続
け

て
き
た
課
題
で
し
た
。（
海
老
川
）

　

国
際
社
会
は
国
連
を
中
心
と
し

て
男
女
平
等
に
向
け
た
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。「
女
子
差
別
撤
廃

条
約
」
が
１
９
７
９
（
昭
和
54
）

年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、
女

性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
禁

止
し
、
法
律
な
ど
の
手
段
に
よ
っ

て
男
女
平
等
社
会
の
実
現
を
求
め

て
い
ま
す
。
１
９
９
５
（
平
成

７
）
年
に
は
、
北
京
・
世
界
女
性

会
議
で
社
会
の
構
造
的
差
別
を
克

服
し
、
男
女
が
対
等
に
社
会
参
画

で
き
る
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

話
し
あ
わ
れ
ま
し
た
（「
北
京
宣

言
と
行
動
綱
領
」
採
択
）。
結
果
、

２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
ま
で
に

各
国
が
具
体
的
な
行
動
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
を
求
め
、
そ
れ
を
受

け
て
日
本
も
１
９
９
６
（
平
成
８
）

年
「
男
女
共
同
参
画
２
０
０
０
年

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
１
９
９
９

（
平
成
11
）
年
６
月
23
日
「
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

〜
政
治
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
る

　ま
で
〜

　

現
在
は
、
男
女
ど
ち
ら
に
も
参

政
権
が
あ
り
、
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
「
当

た
り
前
の
権
利
」
を
得
る
ま
で
に

は
、
女
性
た
ち
の
長
い
苦
闘
の
歴

史
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

１
８
９
０
（
明
治
20
）
年
代
、

帝
国
憲
法
の
制
定
「
集
会
及
政
社

法
」
の
成
立
に
よ
り
、
天
皇
主
権

の
国
家
体
制
が
確
立
す
る
と
と
も

に
女
性
は
、
参
政
権
は
も
と
よ
り
、

政
治
集
会
に
参
加
す
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
治
民
法
は
「
家
」
制

度
に
よ
り
、
戸
主
の
権
限
が
大
き

く
、
結
婚
は
家
本
位
で
し
た
。
さ

ら
に
、
女
性
は
自
分
の
意
志
で
経

済
活
動
を
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、

す
べ
て
夫
の
許
可
と
管
理
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

　

日
本
で
普
通
選
挙
が
実
現
し
た

の
は
、
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
時
参
政
権

が
付
与
さ
れ
た
の
は
、
男
性
の
み

で
し
た
。
そ
の
前
年
に
「
婦
選
獲

得
同
盟
」
が
発
足
。
女
性
た
ち
の

政
治
参
加
の
道
を
拓
く
た
め
の
婦

人
参
政
権
要
求
の
運
動
が
、
婦
人

団
体
の
幅
広
い
結
集
に
よ
っ
て
展
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手を組めば新しい風
　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の

五
本
の
柱
（
図
４
）
の
中
の
一
つ

に
「
政
策
等
の
立
案
及
び
決
定
へ

の
共
同
参
画
」
が
掲か

か

げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
男
女
が
対
等
な
立

場
で
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
方
針
の

立
案
や
決
定
の
場
に
参
画
す
る
こ

と
を
、
す
す
め
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
国
際
的
に
み
て
も
日

本
は
女
性
の
政
治
分
野
へ
の
参
画

の
水
準
が
低
い
の
が
現
状
で
す
。

特
に
町
村
議
会
に
お
い
て
は
、
女

性
議
員
が
全
く
い
な
い
、
０
％
と

い
う
と
こ
ろ
が
非
常
に
多
く
あ
り

ま
す
。（
図
１
）

　

「
世
界
男
女
格
差
指
数
」（
Ｇ
Ｇ

Ｇ
Ｉ
・
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

と
は
、
男
女
平
等
が
社
会
を
発
展

さ
せ
る
と
い
う
発
想
か
ら
、
国
会

議
員
・
企
業
管
理
職
の
女
性
比
率

や
男
女
の
賃
金
比
率
な
ど
、
政
策

や
経
営
へ
の
参
加
度
を
示
し
た
も

の
で
す
。
た
と
え
ば
、
ラ
ン
キ
ン

グ
上
位
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、

議
員
の
ほ
ぼ
半
数
が
女
性
で
す
。

ま
た
、
オ
バ
マ
政
権
下
、
女
性
閣

僚
が
増
え
た
ア
メ
リ
カ
（
19
位
）

は
ラ
ン
キ
ン
グ
を
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
中
、
日
本
は
１
３
４
か
国
中

94
位
で
し
た
。

　

ま
た
「
男
女
不
平
等
指
数
」（
Ｇ

Ｉ
Ｉ
・
国
連
開
発
計
画
）
は
、
女

性
の
可
能
性
を
損
な
う
こ
と
が
社

会
の
損
失
に
な
る
と
し
て
、
妊
産

婦
の
死
亡
率
や
若
年
女
性
出
産
率

な
ど
健
康
重
視
の
面
か
ら
格
差
を

示
し
た
も
の
で
す
。
日
本
は
高
度

な
医
療
を
受
け
や
す
い
た
め
、
12

位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
世
界
男
女
格
差
指
数
」
の
94

位
と
「
男
女
不
平
等
指
数
」
12
位

の
落
差
こ
そ
が
、
女
性
の
経
済
力

や
登
用
度
が
低
い
日
本
の
弱
点
を

表
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。（
図
３
）

政
治
の
場
へ
も
っ
と
女
性
を

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
に

基
づ
き
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年

12
月
に
第
３
次
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
第
一
に
政
策
・
方
針
決
定
過
程

へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大
が
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

ク
オ
ー
タ
制
（
※
）
も
含
め
た
多

様
な
積
極
的
改
善
措
置
（
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）
に
つ
い

て
、
諸
外
国
の
制
度
・
政
策
な
ど

を
参
考
に
し
て
検
討
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
２
０
２
０
（
平
成
32
）

年
に
は
、
少
な
く
と
も
政
策
・
方

針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
率

を
、30
％
程
度
に
上
げ
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

※
ク
オ
ー
タ
制
・
・
・
人
種
や
性
別
な

ど
を
基
準
に
、
一
定
の
人
数
や
比
率
を

割
り
当
て
る
制
度
の
こ
と
。
た
と
え
ば

選
挙
の
際
、
比
例
選
挙
名
簿
に
一
定
割

合
で
女
性
候
補
者
を
登
載
す
る
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
木
下
）

男女平等度の順位は
（2010年版報告書から）
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（GII）
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図1　地方議会における女性議員の割合推移（2003年～2007年）
女性比率区分
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図2

男女共同参画社会基本法 （平成11年６月23日公布・施行）

◆基本理念に基づき、男女共同参画基本計画を策定
◆積極的改善措置を含む男女共同参画社会づくりのた
めの施策を総合的に策定・実施

◆基本理念に基づき、男女共同参画社
会づくりのための施策に取り組む

◆地域の特性を活かした施策の展開

◆男女共同参画社会づく
りに協力することが期
待されている

国の責務 地方公共団体の責務 国民の責務

国、地方公共団体及び国民の役割

男女の人権
の尊重

国際的
協調

社会における
制度又は慣行に
ついての配慮

政策等の立案
及び決定への
共同参画

家庭生活に
おける活動と
他の活動の両立

図4
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Ａ　

働
く
女
性
は
増
え
ま
し
た
が
、

今
で
も
妊
娠
を
き
っ
か
け
に
６
割

以
上
の
女
性
が
退
職
し
て
い
ま
す
。

「
育
児
・
家
事
・
仕
事
」
の
実
状
は

ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？

Ｆ　

私
が
妊
娠
し
た
と
き
に
は
、
職

場
に
育
児
休
業
を
取
る
前
例
が
な

か
っ
た
の
で
、
辞
め
る
道
し
か
な

い
と
思
い
ま
し
た
。（
図
５
）
今
は

パ
ー
ト
で
働
い
て
い
ま
す
が
、
出

産
・
育
児
休
業
を
取
り
、
復
職
し
て

い
た
ら
、
ま
っ
た
く
違
う
人
生
だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
の
男
性

の
家
事
・
育
児
時
間
は
、
か
な
り

少
な
く
、
大
半
は
女
性
が
担
う
こ

と
に
な
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
結

局
、
出
産
後
働
き
続
け
て
も
、
専

業
主
婦
に
な
っ
て
も
、
家
庭
も
仕

事
も
ど
ち
ら
も
中
途
半
端
に
な
り
、

後
悔
が
残
る
人
が
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ

る
と
、
男
性
は
平
日
に
バ
リ
バ
リ

仕
事
が
で
き
、
休
日
に
少
し
家
事
・

育
児
を
す
る
と
、
よ
い
お
父
さ
ん

と
言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
ね
…
。

Ｄ　

一
度
退
職
し
て
も
、
ま
た
同

じ
待
遇
で
職
場
に
戻
る
よ
う
に
で

き
れ
ば
よ
い
で
す
よ
ね
。

Ｇ　

税
金
の
問
題
も
あ
り
ま
す
よ

ね
。
配
偶
者
控
除
（
※１

）
に
よ
っ
て
、

女
性
の
就
労
意
欲
を
抑
え
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
賃
金
相
場
を
下
げ
て
い

る
面
も
あ
り
ま
す
ね
。（
図
６
）

Ａ　

社
会
シ
ス
テ
ム
が
、
一
人
ひ
と

り
で
は
な
く
て
、
世
帯
ご
と
に
な
っ

て
い
る
の
が
問
題
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

Ｂ　

一
度
仕
事
を
辞
め
て
し
ま
う

と
、
女
性
の
多
く
は
正
社
員
と
し

て
働
け
ま
せ
ん
。
生
涯
賃
金
（
※２

）

や
年
金
の
男
女
差
は
か
な
り
あ
り

ま
す
。

Ａ　

働
く
女
性
の
半
数
以
上
が

パ
ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
の
非
正
規
雇

用
で
あ
る
こ
と
や
、
女
性
の
給
与

所
得
が
低
く
、
母
子
家
庭
や
高
齢

女
性
の
貧
困
は
、
そ
の
こ
と
が
大

き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。（
図
７
）

Ｂ　
「
育
児
休
業
中
だ
け
ど
、
復
職

後
の
保
育
園
が
決
ま
ら
な
い
。
ど

う
し
た
ら
い
い
か
？
」
な
ど
、
お

母
さ
ん
た
ち
の
声
を
耳
に
し
ま
す
。

今
、
困
っ
て
い
る
人
た
ち
の
声
を
具

体
的
に
政
策
化
で
き
る
場
に
、
女

A 60歳代
C 70歳代
E 50歳代
G 30歳代

B 40歳代
D 50歳代
F 30歳代

身
近
な
生
活
の
中
で
、

疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、

困
っ
て
い
る
こ
と
、

政
治
の
場
に
つ
な
が
る

こ
と
が
み
え
て

き
ま
し
た
。

　

就
業
し
て
い
る
女
性
の
う
ち
、
出
産
を
機
に
仕

事
を
辞
め
る
率
は
６
割
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
育
児

休
業
を
取
得
し
て
い
る
女
性
は
増
え
て
い
る
が
、

出
産
後
仕
事
を
続
け
て
い
る
割
合
は
20
年
前
と
比

べ
て
も
増
え
て
お
ら
ず
、
４
割
に
も
満
た
な
い
。

　

男
女
の
給
与
の
格
差
は
大
き
い
。
男
性
一
般
労

働
者
が
１
時
間
１
０
０
０
円
も
ら
え
る
と
し
た
と

き
、
平
成
20
年
の
女
性
の
給
与
は
６
９
0
円
。
短

時
間
労
働
者
に
い
た
っ
て
は
男
性
が
５
3‌

3
円
、

女
性
は
４
8
５
円
と
男
性
一
般
労
働
者
の
半
分
で

あ
る
。

（
平
川
）

図５ 子どもの出生年別第１子出産前後の妻の就業経歴

図６ 労働者の１時間当たり平均所定内給与格差の推移（男性一般労働者=100）

（備考）１. 国立社会保障・人口問題研究所「第13回出生動向基本調査（夫婦調査）」より作成。
　　　　２. １歳以上の子を持つ初婚どうし夫婦について集計。
　　　　３. 出産前後の就業経歴
　　　　　　就業継続（有休利用）－第１子妊娠前就業～育児休業取得～第１子１歳時就業
　　　　　　就業継続（有休なし）－第１子妊娠前就業～育児休業取得なし～第１子１歳時就業
　　　　　　出産退職　　　　　　－第１子妊娠前就業～第１子１歳時無職
　　　　　　妊娠前から無職　　　－第１子妊娠前無職～第１子１歳時無職 （平成22年版　男女共同参画白書）

その他・不詳
妊娠前から無職
出産退職
就業継続（育休なし）
就業継続（育休利用）

第1子出産前後での就業状況
無職62％

有職38％

昭和60～平成元 2～6 7～11 12～16
（子どもの出生年）0

20

40

60

80

100

10

30

50

70

90
（％）

5.15.1
19.919.9

35.735.7

34.634.6

4.74.7 5.75.7 6.16.1 8.28.2

8.08.0
16.416.4

37.737.7

32.332.3

10.310.3
12.212.2

39.539.5

32.032.0

13.813.8
11.511.5

41.341.3

25.225.2

（備考）１．厚生労働省「賃金構造基本統計調査」より作成。
　　　　２．男性一般労働者の１時間当たり平均所定内給与額を100として、各区分の１時間当たり平均所定内給与額の水準を算出したものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （男女共同参画社会の実現を目指して 内閣府男女共同参画局 2009.6 改訂）

男性一般労働者を１００とした場合の
　　　女性一般労働者の給与水準
　　　男性短時間労働者の給与水準
　　　女性短時間労働者の給与水準
　　

平成元 3 5 7 9 11 13 15 17 19 20

（％）

（年）

70

65

60

55

50

45

40

42.942.9

60.660.6 60.660.6 61.061.0
62.262.2 62.362.3 62.762.7 63.263.2

63.563.5 63.963.9
64.764.7 65.465.4

66.366.3 66.166.1
67.867.8 67.667.6

68.868.8
67.167.1 67.167.1

68.168.1 69.069.0

43.643.6 43.843.8 44.644.6 43.743.7 44.344.3 44.544.5 44.044.0 43.443.4 44.344.3 44.044.0 44.344.3 43.943.9 44.044.0 44.444.4
45.245.2

46.346.3 46.846.8
47.747.7 48.548.5

55.455.4

58.158.1

54.954.9 54.254.2
55.355.3 54.254.2

51.751.7 51.951.9 50.850.8 51.251.2 50.750.7
48.948.9

49.949.9 50.650.6
52.552.5 52.652.6

53.853.8 53.353.357.857.8 58.358.3

→

→
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5

手を組めば新しい風

　相対的貧困率とは、平均的収入（可処分所得）の50％未満の人の占める比率で

ある。ほとんどの年齢層で、男性よりも女性の貧困率が高い。特に高齢単身女性や、

母子世帯で高くなっている。

性
が
少
な
い
の
で
す
。

Ｃ　
「
イ
ク
メ
ン
」
が
流
行
り
ま
し

た
が
「
育
児
休
業
法
」
は
、
浸
透

し
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
？

Ａ　

現
実
に
は
、
男
性
の
多
く
は

長
時
間
労
働
を
強
い
ら
れ
、
家
庭

と
仕
事
の
両
立
は
難
し
く
、
し
わ

寄
せ
が
女
性
に
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
性
別
役
割
分
業
意
識
も
根
強

く
残
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援

を
含
め
女
性
も
男
性
も
、
ど
ち
ら

も
家
庭
と
仕
事
を
両
立
で
き
る
よ

う
な
政
策
に
、
も
っ
と
力
を
入
れ

て
欲
し
い
で
す
。

Ｇ　

女
性
が
家
事
・
育
児
・
介
護

な
ど
の
経
験
を
活
か
し
て
、
政
策

な
ど
に
反
映
で
き
る
場
が
あ
れ
ば

い
い
で
す
ね
。

Ｅ　

日
本
の
労
働
市
場
は
、
や
り

直
し
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
職
業
訓
練
を
受
け
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
し
て
、
能
力
に
見
合
っ
た
賃
金

で
復
職
で
き
る
社
会
を
ど
う
し
た

ら
作
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
「
オ
ラ
ン
ダ
モ
デ
ル
」
の
よ
う

に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
の
非
正
規

雇
用
者
と
正
規
雇
用
者
の
賃
金
や

社
会
保
険
の
差
を
な
く
し
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
働
き
方
を

選
べ
た
り
で
き
る
国
も
あ
り
ま
す
。

社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
革
が
必
要
な

と
き
な
の
で
は
？

Ｃ　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
」
に
基
づ
く
「
第
３
次
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
」
が
、
昨
年
12
月

に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
女
性
の

割
合
が
少
な
く
と
も
30
％
と
い
う

目
標
が
掲か

か

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
達

成
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｆ　

ク
オ
ー
タ
制
な
ど
女
性
の
政

治
参
画
が
必
要
だ
と
考
え
て
法
制

化
し
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
。

Ｄ　

い
ろ
い
ろ
な
政
策
も
必
要
で

す
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
男
女

平
等
教
育
を
受
け
て
育
つ
の
も
大

事
で
す
よ
ね
。

Ｂ　

こ
の
特
集
が
、
女
性
の
政
治
参

画
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。

（
※１

）
配
偶
者
控
除
・
・
・
給
与
取

得
者
の
配
偶
者
の
年
収
が
103
万
円

以
下
な
ら
ば
、
配
偶
者
は
所
得
税

を
納
め
る
必
要
が
な
く
、
給
与
所

得
者
の
所
得
か
ら
38
万
円
の
配
偶

者
控
除
を
差
し
引
か
れ
る
税
制
上

の
制
度
の
こ
と
。

（
※２

）生
涯
賃
金
・・・
学
校
を
卒
業
後
、

新
卒
で
入
社
し
た
労
働
者
が
、
就
職

か
ら
引
退
ま
で
に
取
得
す
る
定
期

給
与
お
よ
び
特
別
給
与
の
累
積
額

に
退
職
金
を
加
え
た
総
賃
金
収
入
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‌‌‌

（
清
水
）

　オランダでは、それまでフルタイ

ム勤務の正社員のみが優遇されてい

た。オランダ・モデルでは、パート

タイム勤務の社員が待遇面で受けて

いたいろいろな差別を法律で禁止。

「同一労働価値であれば、フルタイ

マーもパートタイマーも、時間当た

り賃金を同一のものにする」「社会

保険、育児・介護休暇等も同じ条件

で付与される」「フルタイムとパー

トタイムの労働の転換は、労働者の

請求によって自由に変えられる」

　これにより雇用形態が多様化、女

性の社会進出も容易になり、就労人

口が増加。たとえば、夫婦２人で1.5

人分を働き、0.5人分は他の人に譲

り、その時間を家族のためにあてる

という働き方が可能になった。

　

長
い
間
日
本
の
女
性
は
、
政
治

に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

や
っ
と
女
性
が
参
政
権
を
得
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
65
年
。
し
か

し
、
衆
議
院
に
お
け
る
女
性
議
員

率
は
、
わ
ず
か
３
％
程
度
し
か
増

え
て
い
ま
せ
ん
。

　

「
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
」
の
な
か
で

は
、
身
近
に
あ
る
子
育
て
や
介
護

の
問
題
、
女
性
の
貧
困
を
招
い
て

い
る
と
さ
れ
る
賃
金
差
、
税
金
・

年
金
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
問
題
が
、
政
治
の
場
で
政

策
課
題
と
な
る
こ
と
は
、
少
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

公
正
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
社

会
を
実
現
す
る
に
は
、
政
治
の
場

に
男
性
ば
か
り
で
は
な
く
、
社
会

を
構
成
す
る
も
う
一
方
の
、
女
性

の
参
画
が
不
可
欠
で
す
。

　

女
性
が
も
っ
と
方
針
決
定
や
政

策
決
定
の
場
に
、
参
画
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
女
性
議
員
や
、

男
女
平
等
の
意
識
を
持
っ
た
男
性

議
員
が
、
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。‌

（
伊
藤
）

オランダ・モデルといわれる
ワークシェアリング

ま
と
め

（
平
川
）

図７ 年代別・世帯類型別相対的貧困率（平成19年）

（備考）1. 厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成19年）を基に内閣府男女共同参画局「生活困難を
　　　　　抱える男女に関する検討会」阿部彩委員の特別集計より作成。
　　　　2. 父子世帯は客体が少ないため、数値の使用には注意を要する。
　　　　3. 母子世帯、父子世帯の子ども（20歳未満）は男女別ではなく、男女合計値。
　　　　4. 高齢者のみ世帯とは、単身高齢者世帯を除く高齢者のみで構成される世帯。

（平成22年版　男女共同参画白書）

70
60
50
40
30
20
10
0

（％）

高
齢
単
身

高
齢
者
の
み

そ
の
他

単
身

そ
の
他

夫
婦
の
み

母
子
世
帯

父
子
世
帯

３
世
代
世
帯

そ
の
他

母
子
世
帯

父
子
世
帯

３
世
代
世
帯

夫
婦
と
未
婚
の
子

夫
婦
と
未
婚
の
子

高齢者（65歳以上） 勤労世代（20～64歳以上） 子ども（20歳未満）

女性　　男性
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6

アイレックの一 年を振り返ってアイレックの一 年を振り返って
女と男の参画セミナー 全2回
思わず読みたくなる記事を書く　～文章講座～　
2日（火）・16日（火）　講師：森　絹江さん（フリーライター）

男女平等参画セミナー 全3回
仕事をする・したい女性のための　コミュニケーションアップセミナー　
13日（土）午前・午後、27日（土）　講師：長谷川　能扶子さん（キャリアコンサルタント）

コミュニケーション力アップを目的に、少人数の参加型形式で行いました。コミュニケーションが苦手だと
思っている方にも、具体的な事例を通して楽しみながらいろいろと学んでいただけたようでした。

男女平等参画子育て講座 全2回
子どもの力をひき出すコツ　
20日（土）午前・午後　講師：岩瀬　直樹さん（狭山小学校教諭）

午前中は、講師が実践している教室のようすがパワーポイントで楽しく紹
介され、午後は一人ひとりが作家になったつもりで文章を書き、グループ
で褒め合うワークなどを行いました。講師のユーモアあふれる楽しい講座
に、子どものころに返った気分になり、文章を書く喜びやコミュニケーショ
ンの大切さを学ぶことができました。

  1日（火）「Ms.スクエア」70号発行

人権週間記念事業
政治の場への女性の参画を増やそう！ ～パリテの論理とは～　
12日（日）　講師：糠塚　康江さん（関東学院大学教授）

女性議員率が低かったフランスが、男女同数制を意味する「パリテ」という制度を作り、
政治の場への男女平等を目指したこと。その過程で憲法や法律も変え、女性議員率は飛躍
的に向上したこと。また、世界の多くの国で、政治の場に女性の参画を増やすため、クオー
タ制を実現させていることなどを話していただきました。政治の場だけでなく、社会の
さまざまな分野で女性の参画率が低い日本は、昨年12月に「第3次男女共同参画基本計画」を策定し、指導的
地位に女性が30％程度参画することや、企業が女性を積極的に管理職に登
用（ポジティブアクション）することなどを目標としました。実現のために
はどのようなことが必要なのか、一人ひとりが考える機会となりました。

男性の生き方を考える講座 全3回　～すてきな夫婦暮らし～
第1回テーマ「心」　性に対する感性やパートナーとの関わり
19日（土）　講師：村瀬　幸浩さん（一橋大学講師）

第2回テーマ「年金」　どうなるの？わたしたちの年金・将来の年金
13日（日）　講師：田島　ひとみさん（社会保険労務士）

第3回テーマ「食」　男がつくる家族のための料理教室
19日（土）　講師：矢澤　洋子さん（女子栄養大学生涯学習講師）　※東北地方太平洋沖地震に伴い中止

清瀬を識
し

る講座　
26日（土）　春風とともに柳瀬川回廊を歩こう！　※東北地方太平洋沖地震に伴い中止

東北地方太平洋沖地震で被災された皆様には、心からお見舞い申し上げます。

11月

12月

2月

3月

　ア
イ
レ
ッ
ク
に
は
図
書
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
、
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
で
4
冊
ま

で
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
編
集
委
員
が

選
ん
だ
3
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

結
婚
小
説

中
島　

た
い
子
著
／
集
英
社

　

40
歳
を
目
前
に
し
た
独
身
の
小
説
家
、

本
田
貴き

世よ

は
恋
愛
小
説
を
書
く
た
め
結
婚

を
リ
サ
ー
チ
す
る
う
ち
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

疑
問
が
出
て
き
ま
す
。
な
ぜ
結
婚
は
ハ
ッ

ピ
ー
な
の
か
？
生
活
が
安
定
す
る
こ
と
が

幸
せ
な
の
か
？
そ
ん
な
彼
女
に
も
、
結
婚

を
意
識
す
る
男
性
が
現
れ
ま
す
が
…
。

　

貴き

世よ

の
と
っ
た
行
動
に
、
結
婚
と
は
何

か
？
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

世
間
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
て
、
が
ち
が
ち

に
な
っ
た
心
を
、
ふ
ん
わ
り
と
溶
か
し
て

く
れ
る
恋
愛
小
説
で
す
。‌

（
平
川
）

切
除
さ
れ
て

キ
ャ
デ
ィ
著
／
松
本
百
合
子　

訳　
　

　

／
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ブ
ッ
ク
ス

　

「
女
性
器
切
除
（
古
く
は
、
女
子
割
礼
）」

ア
イ
レ
ッ
ク

図
書
コ
ー
ナ
ー
よ
り

Ms.スクエア70号

グループワークのようす

熱心に聞き入る参加者

グループワークのようす

熱心に聞き入る参加者

アイレックだより
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手を組めば新しい風

アイレックの一 年を振り返ってアイレックの一 年を振り返って
  1日（木）「Ms.スクエア」68号発行

女性のココロとからだの講座 全4回　力を抜いて、ココロとからだをほぐしましょう！！
11日（金）自己表現トレーニング　～気づいていますか？自分の気持ち 伝わっていますか？あなたの思い～

講師：与
よ ご

語　淑
よ し

子
こ

さん　（心理カウンセラー）
16日（水）リラクゼーションヨーガ　午前・午後

 ～リラックス＆リフレッシュ～
 講師：松村　祥

さ ち

代
よ

さん　（ヨーガインストラクター）
19日（土）癒しのベリーダンスエクササイズ　～新しい自分を発見！～

講師：Hana（ハナ）さん　（ベリーダンスインストラクター）

女性の健康づくり支援講座 健康推進課と共催
知れば安心　女性の身体の変わりめ～更年期ってなに？乳がん自己検診法～　
  1日（木）話：男女共同参画センター長・健康推進課保健師

男女共同参画週間記念事業
男女共同参画社会基本法制定から11年　いま　わたしたちの社会は？
  3日（土）講師：江原　由美子さん（首都大学東京副学長）

  1日（日）「Ms.スクエア」69号発行

女性の自立支援講座 全7回
再就職準備セミナー　いずれは働きたいあなたへ～３年後のプラン作り～
  3日（金）自分の適性を考えてみよう　～自分らしく働くためのプラン作り～

講師：長谷川　能
の

扶
ぶ

子
こ

さん（キャリアコンサルタント）
  7日（火）、8日（水）、14日（火）、15日（水）　パソコン教室　初級エクセル入門

講師：生涯学習スポーツ課　IT講師3人
16日（木）上手なコミュニケーションのコツ　模擬面接

講師：長谷川　能扶子さん（キャリアコンサルタント）
17日（金）後ろ姿で魅せる今日からの自分　～姿勢を良くしてさっそうと～

講師：川島　明美さん（ポスチュアウォーキング協会認定スタイリスト）

東京ウィメンズプラザフォーラム
  1日（金）・2日（土）パネル展示

アイレックまつり
  9日（土）【話し合い】ひとり一人のステキな老後

明
みょう

珍
ち ん

　美紀さん（毎日新聞記者）
【映画】　「今日から始まる」フランス/1999年/118分

10日（日）【朗読】茨木のり子を読む　～時代とともに～
公募の市民、アイレックまつり実行委員
【お話とワークショップ】つなげよう！あなたの思い　わたしの思い～参加から参画へ～
菊池　靖子さん（男女共同参画センター前センター長）

11日（月）【講演会】江戸再発見　～本当の豊かさとは～
講師：田中　優子さん（法政大学教授）

市民まつり
17日（日）パネル展示・パンフレット配布

4月
6月

7月

8月
9月

10月

平成22年度

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
ピ
ン
と
こ
な
い
方

は
本
書
を
手
に
と
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
儀
式
は
宗
教
上
の
習
わ
し
で
は
な

く
、
そ
の
土
地
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
慣
習

で
、
心
身
と
も
に
苦
痛
を
伴
う
も
の
で
す
。

ア
フ
リ
カ
・
中
東
・
ア
ジ
ア
の
国
々
の
一

部
で
、
今
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ネ
ガ
ル
出
身
の
著
者
は
、
自
ら
が
被

害
者
で
す
。
女
性
器
切
除
、
低
年
齢
で
の

強
制
結
婚
、
一
夫
多
妻
制
、
そ
し
て
夫
か

ら
の
肉
体
的
・
経
済
的
暴
力
を
受
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
教
育
を
受
け
て
育
っ
た
彼

女
は
立
ち
向
か
い
ま
し
た
。
今
は
「
女
性

器
切
除
廃
絶
の
た
め
の
女
性
団
体
（
Ｇ
Ａ

Ｍ
Ｓ
）」
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
中
の
女
性
が
教
育
を
受
け
、
自
ら

の
人
権
に
目
覚
め
、
少
し
ず
つ
で
も
女
性

の
地
位
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
語
っ
て
い
ま
す
。‌

（
清
水
）

格
差
社
会
を
生
き
る

男
と
女
の
新
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論

杉
井　

静
子
著
／
か
も
が
わ
出
版

　

女
性
の
人
権
を
問
い
続
け
て
き
た
弁

護
士
で
あ
る
著
者
が
、
格
差
社
会
の
な
か

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
男
ら
し
さ
女
ら
し
さ
の

ル
ー
ツ
、
今
も
あ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
な

ど
「
格
差
社
会
」
と
い
わ
れ
る
社
会
の
な

か
で
「
格
差
」
の
根
源
に
「
男
女
格
差
」
が

あ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
が
あ
る

こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
ま
す
。

　

著
者
が
最
後
に
「
世
の
中
の
事
象
を

個
々
人
が
﹃
あ
た
り
ま
え
﹄
と
受
け
入
れ

る
だ
け
で
な
く
﹃
ど
う
な
の
か
な
﹄
と
考

え
て
み
て
発
言
す
る
こ
と
が
、
民
主
主
義

の
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
結
ん
で
あ
っ
た
言
葉
が
、

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

「
女
ら
し
さ
、
男
ら
し
さ
」
の
し
ば
り
か

ら
解
放
さ
れ
て
生
き
る
た
め
に
、
女
性
男

性
ど
ち
ら
に
も
、
ぜ
ひ
読
ん
で
ほ
し
い
本

で
す
。‌

（
海
老
川
）

Ms.スクエア69号

講座のようす

Ms.スクエア68号

田中　優子さん
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発　　行／清瀬市男女共同参画センター
発 行 日／平成23（2011）年4月1日
企画・編集／清瀬市男女共同参画センター
〒204-0021‌清瀬市元町1-2-11　アミュービル4階
☎042-495-7002　FAX‌042-495-7008
女性広報「Ms.スクエア」編集委員会

編集委員／伊藤ムツエ／海老川洋子
　　　　／木下由子／清水香／平川ちひろ
イラスト／平川ちひろ
写　　真／海老川文彦（清瀬の自然を守る会）　

次号72号の発行は2011年8月1日です

古紙配合率100％再生紙を使用しています

１. すべての人が個人として人権を尊重され、自分らしく生きることが保障されること
２. 性別役割分担にとらわれず、自己の意思と責任による多様な生き方が選択できること
３. 女性も男性も家庭生活と社会活動の両立ができるような環境をつくること
４. 女性が社会のさまざまな領域でもっと企画や活動方針を決定する場に進出すること
５. 互いに性を理解し尊重し合い、性に基づいた健康が生涯にわたり維持されること

清瀬市男女平等推進条例

5つの重要な柱
（基本理念）

（平成18年7月1日施行）

編
集
後
記

M
ミ ズ
s. は女性を総称し、スクエアは広場や広報を
意味しています。
アイレック（ILEC）とは、
Information（情報）・Learning（学習）
Exchange（交流）・Consultation（相談）
の頭文字をとった「清瀬市男女共同参画センター」
の愛称です。

「Ms.スクエア」はシルバー人材センター（☎494・0903）会員がお届けしています

皆様の声募集中
　「Ms.スクエア」は公募による市民の編
集委員たちが企画編集して発行している
情報誌です。71号はいかがでしたか？ご
意見、ご感想、今後取り上げてほしいテー
マなどを、郵送・FAXでアイレックまでお
寄せください。 清瀬駅

至池袋至所沢

け
や
き
通
り

小
金
井
街
道

アミュー4F

清瀬市男女共同
参画センター

清瀬けやき
ホール
（旧清瀬市民
センター）

アイレックからのお知らせ

「Ms. スクエア」の音訳CDを作成しています。
ご希望の方は、男女共同参画センターへご連絡ください。

アイレック相談

一般相談
第1・3・5火曜日・木曜日
午前　10：00～ 12：00
午後　13：00～ 16：00
夜間　17：30～ 21：00

～女性が抱えるさまざま悩みを相談員が一緒に考えます～
4 月より各相談の曜日や時間が変わりました。

＊相談には電話相談と面接相談があります。
＊電話、面接ともに予約が優先となります。
＊相談員はすべて市外在住の女性です。
＊相談は無料です。秘密はかたく守ります。
＊お子さんのための保育も無料です。（ご希望の方は相談日前日の午後 4時までにご予約ください）
＊祝日・12月 29日～ 1月 4日はお休みです。

家族や家庭の悩み、仕事や地域の人間関係、
生き方や生活の不安など、どのようなこと
でもご相談ください。
＊相談員：社会福祉士・心理相談員

しごと相談
第2・3・4金曜日 10：00～ 16：00
第 1金曜日 17：30～ 21：00

「子育てと両立してもう一度働きたい」「セ
クハラ・パワハラなど職場での人間関係の
悩み」「履歴書や職務経歴書の書き方、面接
の受け方」など仕事に関するいろいろな悩
みをキャリアカウンセラーがうかがいます。
今仕事をしている方も、していない方もど
うぞ。
＊相談員：キャリアコンサルタント

法律相談
第2・4火曜日　
14：00～ 16：30（30分単位）

離婚、扶養（養育）、遺産相続、労働、損害
賠償などの法律的な対応や手続きについて、
弁護士が相談に応じます。

＊相談員：弁護士

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス
　　　夫・恋人等からの暴力）相談
毎週水曜日
第2・4木曜日　10：00～ 16：00

もしかしたらこれも暴力？これからどうす
ればいいの？暴力から離れたいけど元気が
出てこないなど。夫や恋人の暴力で悩んで
いたら…。ひとりで抱え込まずにご相談く
ださい。

＊相談員：社会福祉士・精神保健福祉士

＊日にち等の詳しいことは、毎月の市報 15日号をご覧ください。

問い合わせ・予約　　電話　０４２－４９５－７００２（月～金曜日　8：15～ 17：15）
相談専用　　　　　　電話　０４２－４９５－７００３

表紙の鳥の
撮影場所

エナガ…清瀬金山調節池の近くの畑
カワセミ…清瀬金山緑地公園に隣接した柳瀬川
シジュウカラ…清瀬金山調節池の近くの畑

■
皆
さ
ん
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
自

分
の
小
さ
な
意
見
に
も
耳
を
貸
し
て

も
ら
え
、
参
画
し
て
い
る
と
言
う
喜

び
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

（
伊
藤
）

■
政
治
の
場
に
、
女
性
が
こ
ん
な
に

も
少
な
い
と
は
…
。わ
が
市
に
も「
女

性
の
市
長
」
を
期
待
し
た
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
編
集
に
関
わ
っ
た
こ
と

で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

貴
重
な
２
年
間
を
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 
（
海
老
川
）

■
良
い
提
案
も
提
言
も
実
現
し
な
け

れ
ば
た
だ
の
机
上
の
論
理
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
い
つ
も
な
が
ら
そ
し
て
今
回

の
特
集
で
も
、
で
は
何
を
、
自
分
に

何
が
と
考
え
る
と
焦
燥
感
に
と
ら
わ

れ
ま
す
。 

（
木
下
）

■
編
集
委
員
と
な
り
、
た
く
さ
ん
の

人
と
出
会
い
、
世
代
を
超
え
て
意
見

交
換
で
き
ま
し
た
。私
た
ち
の
声
が
、

反
映
さ
れ
、
皆
が
暮
ら
し
や
す
い
日

本
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

 

（
清
水
）

■
編
集
作
業
で
、
違
和
感
な
く
見
て

き
た
も
の
に
疑
問
を
持
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
そ

れ
を
感
じ
て
も
っ
と
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
世
の
中
に
な
る
と
い
い
で

す
ね
。 
（
平
川
）
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